
就職者の声 

就職が決まった時、私はここが始まりだと思った。一度社会に出て困りごと
にぶつかり、障害特性を理解しないままではまた同じ失敗をすると感じまし
た。特性について理解を深める過程において様々な価値観に対する柔軟さを
身に付けたり、人生の棚卸ができたようにも思います。これまで気付かな
かった自分の一面を知ることもできました。自分とは年代の違う利用者さん
との交流は自分の成長につながったと思います。人は大人になってもまだま
だ成長できると感じました。私は新しい場所でも己と向き合い成長していき
たいです。（利用者A） 

エンカレ通信 ３月号 

ソーシャルクラブ 

今回のソーシャルクラブでは宇治源氏物語ミュージアムに行きました。まず、映画を2回観ました。そ

の後は自由に源氏香という５種類の香木の香りの違いを当てたり、人がポーズをして文字になってみた

りという色んなコーナーがありました。その中で特に楽しかったのは人が文字になるコーナーです。挑

戦してみた文字は「た」と「こ」です。「こ」は一人でやって「た」はスタッフと一緒にやって写真で

撮ってもらったら結構綺麗な文字になれていました。（利用者B） 

特別講座 
 

１月の特別講座では、自分の障害について、どこまで開示するか、どう開示するかを学びました。障害

を誰に知らせるかは最終的には自分で決めること、障害や特性を知らせる場合、できない事だけでなく、

それにどう対処しているかまで伝えると、悪いイメージを持たれにくいということを教えていただきま

した。困りごとだけでなく対処法まで伝えるという工夫は、面接練習の時にもアドバイスしていただい

た事で、その理由を知って目から鱗が落ちました。（利用者C） 
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凹凸カフェ 

この講座では話すテーマを各自で決めて、そのテー
マについてエピソードを交えながらグループごとに
カフェ形式で会話するという流れになっています。
ジュースやお菓子を飲食しながら楽しく会話してい
ました。今悩んでいることについて相談する機会も
あり、それについてグループの皆さんが意見を出し
て下さり、とてもありがたく感じました。各自で決
めたテーマについては「＃」が付けられ、エンカ
レッジ天満橋のトレンドワードとして残りました。
（利用者D） 

 

3月の予定 
 
 

  ３月15日（金）ソーシャルクラブ 
 

  ３月29日（金）月末午前開所 

利用状況（2月29日現在） 
 

 合計17人 

 （男性13人、女性4人） 

 

http://hataraku-chikara.jp/ 

発達障害のある方の就職活動を応援する 

エンカレッジ天満橋のブログ 
「就労移行の日々」も 
ぜひご覧ください！ 

実習の感想 

私は1月の5日から31日にかけてA社という会社に雇用前実習に行って参りました。一か月という期

間も雇用前実習という形式も初めてだったので、不安はあったのですが、会社の人たちは皆いい人

だったので、一か月間とても充実した日々を過ごすことができました。業務内容は主に郵務で、A

社に来た受信物をそれぞれの会社や部署に届けました。この実習で、今まで学んだことを活かせた

り、新たに学んだこともあったのでよかったです。（利用者E） 

 

 

 
締切までの期間に風邪を引いて完成させられる
か不安でしたが、利用者やスタッフの皆様にご
協力いただいたおかげで大きく遅れることなく
完成させることができました。今後も必要な時
に人に協力を仰ぐことを積極的に行っていきた
いと思いました。（利用者F） 

編集長 コメント 
 

 

 
今月のエンカレ通信は表面を春っぽく、裏面は
冬のような色味にすることで、季節が移ろいゆ
く様子を演出しました。前回、デザインを担当
した時よりも更に見やすいレイアウトを意識し
て作成しましたが、皆様の目にはどうお映りで
しょうか。（利用者G） 

デザイン担当 コメント 

ご家族の皆様へ 

少しずつ暖かくなり3月に入りますね。皆様いかがお過ごしでしょうか。天満橋では、最近コミュニケーショ

ンボードという電子版が導入されました。自由に書いてね！と初めは記載しておりましたが様々な質問や回

答が寄せられています。初めは、絵しりとりで今は甘い物と言えば～といったお題が書かれています。その

内容を見て会話が生まれる事もありとても和やかな雰囲気です。スタッフも朝の一言で話すなど確認するの

が楽しみです。今後も気軽に会話が弾むツールがみつけられるといいなと思います。（スタッフA） 


